
 

※令和３年度以前入学生用 

学校番号 3003 

令和５年度 工業科（電気工学科） 

 

教科 工業 科目 
通信技術 単位

数 
２単位 年次 ３年次 

使用教科書 「通信技術 新訂版」  実教出版 

副教材等  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 私たちの生活でスマートフォン・コンピュータなどの機器を用いて、音声や文章、画像などの

情報のやりとりをしています。このやりとりを通信といい、私たちの生活にかかせない通信の仕

組みを理解し、電気通信に関する技術や法規について学びます。 

 

 

２ 学習の到達目標 

通信技術に関する基礎的な知識と技術を習得し、習得した知識と技術を実際に活用できるように

する。 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

・通信に関連する技

術に興味・関心をも

っている。 

・情報の加工・伝送に

関する学習に取り組

み，活用する意欲を

もっている。 

・通信技術について

論理的な考え方がで

きる。 

・基礎知識を正確に

理解し，発展的な考

え方ができる。 

・通信に利用されて

いる技術を正確に理

解し，発表したり報

告書を作成したりで

きる。 

・基本的な回路の製

作や信号波形の観測

などを正しく行うこ

とができる。 

・有線，無線，画像

通信に関する知識

が身についている。 

・入出力機器に関す

る基礎知識が身に

ついている。 

・通信関連法規の概

要を理解している。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

ノート 

発表 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

ノート 

発表 

学習状況の観察 

ノート 

小テスト 

学習状況の観察 

ノート 

発表 

定期考査の結果 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

                 

第
１
章
有
線
通
信 

         

１．電話機 

２．電話網と交換機 

３．通信の多重化 

４．コンピュータの通信  

５．データ交換網 

６．コンピュータネットワーク 

７．有線通信の伝送路  

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

a:電話回線網がどのように構

築され、交換機がどのような動

作をするかについて関心をも

ち、データ通信やコンピュータ

ネットワークおよび伝送路の

構成などについて関心をもっ

ている。 

b:データ通信の特徴を考察し，

コンピュータネットワークに

おけるプロトコルの相違を判

断できる。 

c:簡単な LAN を構築する技能

や UTP ケーブルや同軸ケーブ

ルを観察し，分類する技能を修

得する。 

d: ・各種電話機の構成と機能、

A－D変換および D－A変換の原

理について理解している。 

学習状況の

観察 

ノート・発表 

小テスト 

定期考査の

結果 

第
２
章
無
線
通
信 

       

１．無線通信のしくみ  

２．アンテナ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

a:アンテナの原理と構造、種類

を理解する。 

b:電磁波の分類から電波と光

の類似性が認識でき，光通信の

可能性を考察できる。 

c:無線機器の構成をブロック

図で表し，説明することができ

る。 

d:各種の電離層における電波

の伝わり方が周波数によって

異なることを理解している。 

学習状況の

観察 

ノート・発表 

小テスト 

定期考査の

結果 
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２
学
期 

第
２
章
無
線
通
信 

        

３．無線機器 

４．移動通信 

５．衛星を利用した通信シス

テム 

６．無線通信の応用 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

a:送信機・受信機はどのように

構成され，衛星通信・衛星放送

システムはどのように構築さ

れているかなどについて関心

をもつ。 

b:AM受信機と FM受信機の機能

を比較し，それぞれの特徴を考

察でき、移動通信システムが具

備すべき条件を考察できる。 

c:無線機器の構成をブロック

図で表し，説明することができ

る。 

d:無線機器の構成と回路の機

能を理解している。 

学習状況の

観察 

ノート・発表 

小テスト 

定期考査の

結果 

第
３
章
画
像
通
信 

                

１．画像通信の基礎 

２．テレビジョン技術 

３．マルチメディアの通信技術 

４．マルチメディアのセキュリ

ティ技術 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

a:静止画像および動画像は，ど

のようにして送受信されるか

について関心をもつ。 

b:ファクシミリとテレビジョ

ンの違いから，画像信号の構成

を考察し，画像を復元するため

にはどのような信号が必要か

を類推できる。 

c:白黒画像を電気信号として

検出する実験装置を製作する

技能を修得している。 

d:ファクシミリの動作原理を

理解し，符号化やファクシミリ

の規格などの知識が身につい

ている。 

学習状況の

観察 

ノート・発表 

小テスト 

定期考査の

結果 

第
４
章
通
信
装
置
の
入
出
力
機
器 

          

１．情報の入出力機器 

２．情報の記録・再生装置 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

a: マイクロホンやスピーカに

おける電気信号と音の相互変

換がどのように行われている

かについて関心をもっている。 

b:ハードディスクや光ディス

ク，およびフラッシュメモリな

どの情報記録メディアについ

て，それぞれの特徴を発表する

ことができる。 

c:用途に応じた記録メディア

を選択できる技能を修得して

いる。 

d:入出力機器の動作原理に関

する知識が身についている。 

学習状況の

観察 

ノート・発表 

小テスト 

定期考査の

結果 
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３
学
期 

第
５
章
通
信
関
連
法
規 

       

第
４
章
通
信
装
置
の
入
出
力
機
器 

         

１．通信と法規 

２．通信に関連する法規 

３．電気通信事業に関連する

法規 

４．その他の法規 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

a:通信関連法規の目的や，複数

の法規がどのように関連して

いるかについて関心をもつ。 

b: 法規の目的から，その法規

が制定された理由を考察でき

る。 

c:法規に基づき，違法な通信設

備や不正なアクセスなどの行

為を認識し，問題点を指摘でき

る技能を修得している。 

d: 有線通信・無線通信におけ

る各種法規の概要について理

解している。 

学習状況の

観察 

ノート・発表 

小テスト 

定期考査の

結果 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 

 

 


